
生涯学習分科会の審議状況について 

 

１．調査審議の状況について 

○ 第６期の生涯学習分科会においては、「生涯学習・社会教育の振興に関する今

後の検討課題等について ～第５期中央教育審議会生涯学習分科会における検

討状況～」で整理した、今後の検討課題等を基本としつつ、東日本大震災後の状

況等も踏まえ、グループ討議を含めて審議を進めているところである。 

 

《今後の検討課題等》 

【総 論】学びを通じた個人の自立と「絆」の再構築を目指して 

【各論１】学習活動を通じた地域の「絆」の再構築と地域課題の解決 

【各論２】ライフステージ等に応じて求められる学習環境の整備 

【各論３】学習の質の保証と学習成果の評価・活用 

 

○ これまで審議を行ってきた主な事項は、以下のとおり。なお、②及び③について

は、グループ討議を行った。 

① 東日本大震災を踏まえた今後の生涯学習・社会教育の振興方策について 

② 地域における生涯学習・社会教育の推進体制について 

③ 生涯学習社会の実現に向けて高等教育機関に期待される役割について 

 

○ 生涯学習分科会においては、引き続き、検討課題等の審議を進め、逐次とりまと

めを行っていく予定である。 

 

 

２． 社会通信教育の廃止について 

（社会教育法の規定に基づき審議会の権限に属された事項） 

○ 第５７回生涯学習分科会（７/１１開催）において、次の団体からの課程の廃止の

申請（１法人２課程）について諮問がなされ、廃止を認める答申が行われた。 

実施団体名 課程名 

第一種電気工事士講座 社団法人日本電気協会 

第二種電気工事士講座 

 

資料８



生涯学習・社会教育の振興に関する今後の検討課題等について
～第５期中央教育審議会生涯学習分科会における検討状況～ （概要）

第５期中央教育審議会生涯学習分科会では、平成２０年２月にまとめられた中央教育審議会
答申「新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について ～知の循環型社会の構築を目指し
て～」（以下「平成２０年答申」という。）の提言内容の進捗状況や社会状況の変化を踏まえ、生
涯学習・社会教育の振興に関する今後の検討課題等について議論し、その検討状況について
整理した。

第６期中央教育審議会生涯学習分科会においては、本検討課題等も参考にしながら更に審
議を深め、必要に応じて具体的提言をまとめる等の取組を行うことを期待する。

【今後の検討の前提となる状況等】
○平成２０年答申の提言内容の進捗状況、平成２０年答申以降の社会状況の変化、昨今の生涯学習・社会教育行
政における予算・人員等が減少傾向にあること 等

【今後の検討の進め方等】
○実態把握にこれまで以上に取り組むとともに、生涯学習・社会教育の振興に取り組む意義を明確にした上で、今
後、重点的に取り組むべき事柄等を明らかにすること

○国と地方公共団体の関係や役割分担、地方公共団体内の関係行政の在り方等の再検証 等

① 他の施設等との連携強化による社会教育施設の地域課題解決力の向上
② 幅広い関係者の連携による地域の生涯学習・社会教育機能の強化
③ 学校づくり・地域づくりの一体的推進
④ 地域と共生する高等教育機関づくりの促進
⑤ 地域の生涯学習プラットフォームの形成とその中核となる地域の学習活動全体のコーディネーターの確保
⑥ 社会教育施設の役割に応じた専門職員のスキル向上
⑦ 地域や社会に参画する活動の希望者と学校等の活動の場を結ぶための仕組みづくりとその仕組みを生かす

人材の育成・確保等

① 生涯学習・社会教育の分野における学習の質の保証
② 教育の質の保証の観点からの社会通信教育制度の再検証
③ 学習成果の評価とその社会的通用性の向上

総論 学びを通じた個人の自立と「絆」の再構築を目指して

各論（１） 学習活動を通じた地域の「絆」の再構築と地域課題の解決

各論（３） 学習の質の保証と学習成果の評価・活用

① 成人一般を対象とした学習機会の充実
② 社会人等を対象としたキャリア形成のための学習機会の充実
③ 地域や社会に参画する活動に役立つ知識・技能習得のための学習機会の充実
④ 人生の次のステップに踏み出すための学習プログラム等の充実
⑤ 特別な困難を抱えた者に対する学習機会の充実
⑥ ICTの活用等による学習環境の充実

各論（２） ライフステージ等に応じて求められる学習環境の整備

地域の多様な主体の力を、地域における多様な学習機会の充実のために一層活用し、地域における学習活動
の活発化を図ることで、地域住民等の間の「絆」の再構築や地域課題の解決につなげていくという観点から、以
下の具体的課題等を列挙。

学習環境の整備に取り組むに当たっては、例えば、「子育て世代」、「高齢期」などのライフステージや置かれて
いる状況に応じた学習機会を充実させていくという観点から、以下の具体的課題等を列挙。

安心して学ぶことができる環境をつくるとともに、学習した成果を社会全体で幅広く通用させていくためには、学
習の質の保証や学習成果の評価・活用の取組の充実が必要という観点から、以下の具体的課題等を列挙。

平成２３年１月１７日 生涯学習分科会（第５５回）


